
肢位と筋カ
ー立位，端座位，背臥位での握力値比較一

理学療法学科和才嘉昭・須田勝・薄葉眞理子・高橋憲一

要旨：肢位の相違による筋出力の変化について，握力をテーマに立位・端座位・背臥位にて測定した片手，
両手分離，両手合同での握力値は，片手握力では立位で右手に強く，また両手合同握力では立位と背臥位に強

く記録され，その他に有意差はなかった。これは運動時に見られる集団活動特性より，とりわけ固定筋作用の

大切さが，筋電図所見より認められた。連動療法に際しての適切な肢位の選択は，重要な課題の一つであると
示唆される。
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１目的

運動は肢位の違いで当然筋出力に変化が生じる')。同

一運動でも肢位別で筋拙力値に如何なる変化が見られる

か,立位,端座位,背臥位の三肢位にて握力測定を行い２３）

その握力値の比較検討を試みたので報告する。

名，女６名，平均年齢21.4才，右利き手）に実施した｡

２．４測定手技

各肢位での左右個別握力値と，左右合計握力値の算出

比較のため,①握力計１個使用の片手把持での梶力測定，

②握力計２個使用の両手分離同時把持での握力測定，③

両手用握力計１個使用の両手合同把持での握力測定，の

３つの把持別方法を立位，端座位，背臥位の肢位別に体

側垂下法（片手用握力計使用)，体前垂下法（両手用梶

力計使用）にて実施し，それぞれ３回の平均握力値を記

録した４５６)。（表ｌ）

２方法

２．１測定肢位

測定肢位は，①開脚立位，②ベットの角に端座位，③

ベット上に背臥位，の３つの肢位を選び握力測定を行っ

た。

２．２握力計

図ｌに示す様に握力計は竹井機器・TKK-510GripD

デジタル握力計２個・両手用に改作したもの１個，計３

個を使用した。

２．３被験者

被験者は筑波技短理学療法学科，男女学生13名（男７
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３結果

今回の目的が肢位と筋力の関係調査のため男女比較に

ついては除外する。

３．１片手握力；握力計１個使用

右値左値合計値

立位２９．２±６．９２８．０±６．７５７．１±13.4

端座位２７．５±６．７２６．４±６．１５３．９±１２．４

背臥位２６．８±６．５２６．２±７．０５３．３±13.3

図１ となり（図２），全肢位とも右手に強く現れ，特に,>２位
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は別の２法の測定値結果から算出し,左側49％,右側51％

とした。

次に左右合計握力値を肢位別にそれぞれの把持法で比

較すると，

把持別左右別両手分離両側合同

立位５７．１±13.454.1±１１．５５６．３±11.6

で強い。

３．２両手分離握力；握力計２個使用

右値左値

立位２７．６±５．５２６．５±６．２

端座位２７．６±５．２２６．７±５．８

背臥位２６．９±６．９２６．４±６．５

合計値

５４．１±１１．５

５４．３±１０．９

５３．３±１３．１

端座位５３．９±12.454.3±１０．９５１．４±９．３

背臥位５３．３±13.353.3±13.154.3±８．６

となり（図５），両手握力の合計値では，立位の値が左

右分離の同時をのぞき強く記録されている。

４考察

被験者数が少なく統計処理では何れの値にも有意差は

認められなかったが，肢位と握力の関係は大塚7,8.9)の

研究結果に類似し，立位測定での握力値に最も強く現れ

た。これは個別握力値，合計握力値に於いても言える。

となり（図３）,背臥位を除き右手に若干強く現れている。

立位，端座位に有意差はない。

３．３両手合同握力；両手用握力計使用

右(49％）左(51％）共同値

立位２８．７±６．０２７．１±６．６５６．３±１１．６

端座位２６．１±４．６２５．１±４．５５１．４±９．３

背臥位２７．６±４．３２６．６±４．３５４．３±８．６

となり（図４），前２法と異なり立位と背臥位に若干強

く現れ，端座位で弱い。合同把持のため左右握力値配分 その他は有意の差が認められなかった。
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研究と同じ結果，つまり運動は適切な肢位と構えからく

る運動の安定性や固定性，更に運動意欲や意識の訓練当

該部への集中,性の良否の如何が肝要と考えられる'1)。

運動時の筋出力は，単に運動当該部の筋力のみではな

く運動特'性である集団活動機構の如何が影響する'０)。

（表２）運動時の姿勢，構えを基本に，働筋，共同筋，

拮抗筋,中和筋とりわけ固定筋の働きが大きく関係する。

加えてこれら筋群の力的，時間的，空間的同調と運動を

活性化する意識の集中度合も肝要である。

５筋電図検索

固定筋の重要』性を，各肢位での握力測定時の筋放電様

相に求めると，立位片手握力測定時と背臥位での両手合

同測定時の大腿四頭筋の放電に観察できる。（図６）

６まとめ（表３）

運動時の肢位と筋力の関係は，握力測定の片手，両手

分離，両手合同の３つの測定法を，立位，端座位，背臥

位の異なる肢位で行なった結果の比較から，立位に於い

て最も強く現れ，それは個別測定値，左右合計値の何れ

に於いても強く記録されている。これは前述の大塚等の

表２
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握力測定時の筋電図所見

－右手一側握力と両手合同握力－（ＭＭ男３１才）
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表３

まとめ

1.-側での握力値は、おおむね立位・端座位・

背臥位の|煩である。

2.両手分離握力値は、有意差が見られない。
3．両手合同握力値は、立位・背臥位・端座位の
順である。

４．筋出力は訓練該当部の筋力のみでなく、固定
筋の作用が影響する。

5．筋電図の所見でも同じ結果が観察できる。
6．訓練では、効果的な肢位・姿勢の選択が必要
である。
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図６

この事より連動療法実施に際しては，巌適な肢位選択の

必要性が示唆される。今後は握力以外の動的運動種目に

付いても実験を繰り返し，肢位と筋力の関係を追求した

いと希望している。
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